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研究成果の概要 

本研究では、生物と文化の関係を情報科学や進化科学で明らかにしたいという目的に対して、(1) 文化

情報のデータ化、(2)解析手法の構築、(3) ヒトと生物多様性との関連の探索、を進めている。 

今年度は、研究員 1名、創発 RA1名の体制で研究を実施した。 

フェーズ 2では数千点の文化財の画像を AIに基づく解析から人間の文化や心の進化にアプローチする

テーマについて八木パネル・中島悠太教授との共同研究を中心に進めた。本件に関して研究員がシンポ

ジウムでの発表、創発 RA の学生が学会報告を行った。またフェーズ 1 で取り組んだ創発 RA との土器

の 3Dデータベースに関する論文が公開された。また日本進化学会では、同じく創発研究者の中村栄太

氏と最先端の文化進化に関する英語シンポジウムを主催し、研究員・西川有理が発表した。 
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